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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
徒
然
草
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け
る
希
望
表
現
⑵

の
実

態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
⑶

』
な
ど
に
よ
る
と
、
徒
然
草
は
中
世
南
北
朝
期
の
歌
人
、
能
書
、

ま
た
故
実
家
で
あ
る
吉
田
兼
好
（
弘
安
六
〈
一
二
八
三
〉
年
頃
―
正
平
七
〈
一
三
五
二
〉
年
以

後
）
の
随
筆
で
あ
り
、
兼
好
の
尚
古
的
美
意
識
、
中
古
へ
の
追
慕
、
中
古
の
美
と
伝
統
に
対
す

る
憧
憬
は
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。
写
本
は
流
布
本
系
統
と
正
徹
本
系
統
に
分
け
ら
れ
、
流
布
本

の
成
立
は
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
十
一
月
以
降
、
翌
元
弘
元
（
一
三
三
一
）
年
九
月
以
前
と

推
定
さ
れ
る
。
形
態
は
雑
纂
形
式
の
随
筆
で
あ
り
、
内
容
は
文
の
道
、
作
文
、
和
歌
、
管
弦
の

道
、
ま
た
有
職
に
公
事
の
方
な
ど
多
岐
多
方
面
に
わ
た
り
、
花
鳥
風
月
、
春
夏
秋
冬
、
人
事
、

釈
教
、
恋
愛
、
無
常
の
哀
れ
に
触
れ
る
。
そ
の
文
体
は
基
本
的
に
は
、
中
古
文
学
を
尊
び
、
平

安
時
代
の
和
文
の
文
体
を
手
本
と
し
た
、
広
い
意
味
で
の
擬
古
文
と
い
え
る
。

　

テ
キ
ス
ト
に
は
、
久
保
田
淳
校
注
『
徒
然
草
』（
岩
波
書
店　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
39　

一
九
八
九
年
一
月
第
一
刷
発
行
）
を
用
い
る
。
そ
の
底
本
は
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
、
永
享

三
（
一
四
三
一
）
年
正
徹
書
写
の
正
徹
本
を
用
い
る
。
本
文
作
成
に
、
底
本
の
仮
名
書
き
に

漢
字
を
宛
て
、
漢
字
書
き
に
読
み
仮
名
を
付
け
、
底
本
に
あ
る
振
り
仮
名
に
は
〈 

〉
を
施
し
、

仮
名
に
漢
字
を
宛
て
た
場
合
は
も
と
の
仮
名
を
振
り
仮
名
に
残
し
、
校
注
者
の
付
け
た
読
み
仮

名
に
は
（ 

）
を
施
し
て
い
る
。

徒
然
草
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴
　
田
　
昭
　
二
　
　

連
　
　
　
仲
　
友
　
　

　

二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　

徒
然
草
（
以
下
、「
本
書
」
と
略
す
）
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形
式
と
そ

れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
ま
ほ
し
」　　
　
　
　
　
　
（
二
二
例
）

　
　
「
た
し
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
例
）

　
　
「
ば
や
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
例
）

　
　
「
も
が
な
」　　
　
　
　
　
　
　
（
三
例
）

　
　
「
ほ
し
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
例
）

　
　
「
ね
が
は
し
」　　
　
　
　
　
　
（
二
例
）

　
　
「
欲
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
例
）

　
　
「
願
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
例
）

　
　
「
ね
が
ふ
」　　
　
　
　
　
　
（
一
六
例
）

　
　
「
の
ぞ
む
」　　
　
　
　
　
　
　
（
七
例
）

　
　
「
い
の
る
」　　
　
　
　
　
　
　
（
一
例
）

　
　
「
こ
ふ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
例
）

　
　
「
も
と
む
」　　
　
　
　
　
　
（
二
六
例
）

　

右
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
は
、
付
属
語
で
は
類
義
語

の
助
動
詞
「
ま
ほ
し
」
と
「
た
し
」
が
と
も
に
使
用
さ
れ
る
が
、「
ま
ほ
し
」
が
優
勢
で
あ
る
。

終
助
詞
「
ば
や
」「
も
が
な
」
が
見
ら
れ
る
が
、
伝
統
的
な
「
に
し
か
な
」「
て
し
か
な
」「
な
む
」

が
用
い
ら
れ
な
い
。
自
立
語
で
は
形
容
詞
「
ほ
し
」「
ね
が
は
し
」、
名
詞
「
欲
」「
願
」、
動
詞

「
ね
が
ふ
」「
の
ぞ
む
」「
い
の
る
」「
こ
ふ
」「
も
と
む
」
が
用
い
ら
れ
る
。

徒
然
草
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

一
五



　

三
、
各
形
式
の
用
法

　

１
、「
ま
ほ
し
」
の
用
法

　

ま
ず
、「
ま
ほ
し
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
ま
ほ
し
」
は
二
二
例
見
ら
れ
る
。

（
１
）
愛あ

ひ
ぎ
や
う敬あ

り
て
、
言こ

と

葉
多お

ほ

か
ら
ぬ
こ
そ
、
あ
か
ず
向む

か
は
ま
ほ
し
け
れ
。

 

（
第
一
段　

七
九
頁
）

（
２
）
い
か
な
る
人
な
り
け
ん
、
尋た

づ

ね
聞き

か
ま
ほ
し
。 

（
第
四
十
三
段　

一
二
〇
頁
）

　

例
（
１
）（
２
）
は
地
の
文
の
文
末
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
１
）
は
「
愛
嬌
が
あ
り
、

余
計
な
こ
と
を
言
わ
な
い
人
と
は
、
飽
き
ず
に
向
き
合
っ
て
い
た
い
も
の
で
あ
る
。」
の
意
、

例
（
２
）
は
「
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
か
知
り
た
い
と
思
う
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
自

身
の
身
辺
の
状
況
を
客
観
的
に
述
べ
る
文
脈
で
使
わ
れ
、
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の
「
願
望
⑷

」

を
「
説
明
⑸

」
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
３
）
行ゆ

か
ん
方か

た

知し

ら
ま
ほ
し
く
、
見
送お

く

り
つ
ゝ
行ゆ

け
ば
、 
（
第
四
十
四
段　

一
二
一
頁
）

（
４
）
同お

な

じ
心
に
向む

か
は
ま
ほ
し
く
思お

も

は
む
人
の
、
つ
れ
〴
〵
に
て
、

 

（
第
百
七
十
段　

二
四
五
頁
）

　

例
（
３
）（
４
）
は
連
用
形
で
従
属
節
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
３
）
は
「
若
い
男
が
、

ど
こ
に
行
く
の
か
知
り
た
く
て
、
後
ろ
を
追
っ
て
行
く
と
、」
の
意
、
例
（
４
）
は
「
お
互
い

に
気
が
合
い
対
面
し
た
い
と
思
う
人
が
、
所
在
な
げ
に
し
て
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も
「
願

望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
５
）
近ち

か

付づ

か
ま
ほ
し
き
人
の
、
上

（
じ
や
う
ご
）

戸
に
て
、
ひ
し
〳
〵
と
馴な

れ
ぬ
る
、
又
う
れ
し
。

 

（
第
百
七
十
五
段　

二
五
三
頁
）

　

例
（
５
）
は
連
体
形
で
連
体
修
飾
法
の
用
例
で
あ
る
。「
近
づ
き
た
い
人
が
、
上
戸
で
、
す
っ

か
り
親
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
、
ま
た
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も

「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
６
）「
わ
が
宗
な
れ
ば
、
さ
こ
そ
申
さ
ま
ほ
し
か
り
つ
れ
ど
も
、」

 

（
第
二
百
二
十
二
段　

二
九
三
頁
）

　

例
（
６
）
は
話
者
の
過
去
の
経
験
を
述
べ
る
用
例
で
あ
る
。「
自
分
の
宗
旨
な
の
で
、
念
仏

を
申
し
上
げ
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も
自
己
の
「
願
望
」
を
「
説
明
」

す
る
用
法
で
あ
る
。

　

右
の
六
例
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
徒
然
草
に
お
け
る
「
ま
ほ
し
」
は
い
ず
れ
も
宗
教
的
な

希
望
表
現
で
は
な
く
、
作
者
自
身
の
あ
る
い
は
身
辺
の
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ

り
、
話
者
の
「
願
望
」
を
直
接
発
す
る
「
表
出
」
の
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
「
ま
ほ
し
」
は
「
あ
ら
ま
ほ
し
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
ま
ほ
し
」

二
二
例
の
う
ち
一
三
例
が
「
あ
ら
ま
ほ
し
」
で
あ
る
。

（
７
）
少す

こ

し
の
こ
と
に
も
先

（
せ
ん
だ
つ
）

達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
り
。 

（
第
五
十
二
段　

一
二
九
頁
）

　

例（
７
）は「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
案
内
者
と
い
う
も
の
は
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。」

の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
８
）
人
は
、
か
た
ち
有あ

り

様さ
ま

の
す
ぐ
れ
、
め
で
た
か
ら
む
こ
そ
、
あ
ら
ま
ほ
し
か
る
べ
け
れ
。

 

（
第
一
段　

七
八
頁
）

（
９
）
埋う

づ

も
れ
ぬ
名
を
永な

が

き
世
に
残の

こ

さ
ん
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
か
る
べ
き
に
、

 

（
第
三
十
八
段　

一
一
四
頁
）

（
10
）
只
明

（
あ
け
く
れ
）暮念

仏
し
て
、
安や

す

ら
か
に
世
を
過す

ぐ
す
有あ

り

様さ
ま

、
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
。

 

（
第
百
二
十
四
段　

一
九
八
頁
）

　

例
（
８
）
は
「
人
は
容
姿
風
采
の
優
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
の
意
、
例
（
９
）
は
「
不

朽
の
名
誉
を
後
世
に
長
く
残
す
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、」
の
意
、
例
（
10
）

は
「
是
法
法
師
が
ひ
た
す
ら
念
仏
し
て
、
平
穏
に
世
を
過
ご
す
様
子
は
、
誠
に
理
想
的
で
あ

る
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
「
あ
ら
ま
ほ
し
」
は
「
望
ま
し
い
」「
理
想
的
だ
」
と
い
う

意
を
表
す
定
型
的
表
現
で
あ
る
。

一
六



　

２
、「
た
し
」
の
用
法

　

次
に
、「
た
し
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
た
し
」
は
八
例
見
ら
れ
る
。

（
11
） 

あ
り
た
き
こ
と
は
、
ま
こ
と
し
き
文ふ

み

の
道み

ち

、
作

（
さ
く
も
ん
）

文
、
和
歌
、
管
絃
の
道
、
ま
た
有い

う

職そ
く

に

公（
く
じ
）事

の
方か

た

、 

（
第
一
段　

七
九
頁
）

（
12
）
常
に
聞き

きゝ
た
き
は
、
琵（

び
は
）琶

、
和（

わ
ご
ん
）琴。 

（
第
十
六
段　

九
三
頁
）

（
13
）
家
に
あ
り
た
き
木
は
、
松
、
桜
。 

（
第
百
三
十
九
段　

二
一
九
頁
）

　

例
（
11
）（
12
）（
13
）
は
地
の
文
に
お
け
る
主
語
の
部
分
で
の
用
例
で
あ
る
。
例
（
11
）
は
「
身

に
付
け
た
い
教
養
は
、
正
当
な
学
問
、
漢
詩
・
和
歌
・
管
弦
の
才
能
、
更
に
し
き
た
り
や
政
務

儀
礼
の
方
面
で
、」
の
意
、
例
（
12
）
は
「
い
つ
も
聞
き
た
い
の
は
、
琵
琶
や
和
琴
だ
。」
の
意
、

例
（
13
）
は
「
家
に
植
え
て
お
き
た
い
木
は
、
松
・
桜
だ
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
著

者
の
「
〜
た
い
の
は　

〜
だ
」
と
い
う
自
身
の
身
辺
に
対
す
る
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用

法
で
あ
る
。

（
14
）
帰か

へ

り
た
け
れ
ば
、
ひ
と
り
つ
い
立た

ち
て
出

（
い
で
）に

け
り
。 
（
第
六
十
段　

一
四
〇
頁
）

（
15
）
我

（
わ
が
）食く

ひ
た
き
時と

き

、
夜
中
に
も
暁

あ
か
つ
きに

も
食く

ひ
て
、 

（
第
六
十
段　

一
四
〇
頁
）

（
16
） 

い
よ
〳
〵
よ
く
し
た
く
覚お

ぼ

え
て
、
嗜た

し
なみ

け
る
ほ
ど
に
、
説
経
習な

ら
　ふ

べ
き
暇ひ

ま

な
く
て
、
年と

し

寄よ

り
に
け
り
。 

（
第
百
八
十
八
段　

二
六
三
頁
）

　

例
（
14
）（
15
）（
16
）
は
地
の
文
に
お
け
る
従
属
節
で
の
用
例
で
あ
る
。
例
（
14
）
は
「
こ

の
僧
都
は
、
帰
り
た
く
な
る
と
、
一
人
ぷ
い
と
立
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
。」
の
意
、
例
（
15
）

は
「
こ
の
僧
都
は
、
自
分
の
食
べ
た
い
時
は
、
夜
中
で
も
明
け
方
で
も
食
べ
て
、」
の
意
、
例

（
16
）
は
「
早
歌
を
更
に
う
ま
く
や
り
た
い
と
思
っ
て
努
力
し
て
い
る
う
ち
に
、
説
教
を
習
う

時
間
が
な
く
な
り
、
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
身
辺
の
第
三
者

の
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
り
、
く
だ
け
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
と
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
に
は
「
ま
ほ
し
」
と
「
た
し
」
が
併
存
し
て
い
る
。
両
者
は
と
も
に

希
望
の
意
を
表
す
点
に
お
い
て
は
類
義
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

『
千
五
百
番
歌
合
⑹

』（
一
二
○
二
―
○
三
頃
）
に

　
　

左　

い
ざ
い
か
に
み
山
の
お
く
に
し
を
れ
て
も
心
し
り
た
き
秋
の
よ
の
月　

季
能
卿

 

『
千
五
百
番
歌
合
』
七
七
一
番　
　
　

に
対
す
る
藤
原
定
家
の
判
詞
に
「
左
は
し
り
た
き
と
い
へ
る
雖
レ

聞
二

俗
人
之
語
一

未
レ

詠
二

和
歌

之
詞
一

歟
」
と
評
を
下
し
て
い
る
。
定
家
の
和
歌
に
お
け
る
語
の
使
用
に
つ
い
て
、「
ま
ほ
し
」

は
雅
語
、「
た
し
」
は
俗
語
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
実
際
に
「
た
し
」
は
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で

の
和
文
に
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
本
書
で
の
「
ま
ほ
し
」
の
用
例
に
比
し
て
、

「
た
し
」
の
用
例
は
、
身
辺
の
世
俗
的
な
記
述
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。「
た
し
」
は
中

世
に
な
る
と
会
話
文
に
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
平
安
朝
の
文
章
を
意
識
し
た
擬
古
文

の
本
書
に
「
た
し
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
兼
好
の
用
い
る
口
頭
語
が
書
き
言
葉
と
し
て
本

書
の
地
の
文
に
混
入
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

３
、「
ば
や
」
の
用
法

　

次
に
、「
ば
や
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
ば
や
」
は
四
例
見
ら
れ
る
。

（
17
） 「
此

（
こ
の
や
し
ろ
）

社
の
師
子
の
立た

て
ら
れ
や
う
、
定

（
さ
だ
め
て
）

習な
ら

ひ
あ
る
こ
と
に
侍
ら
ん
。
ち
と
う
け
た
ま
は

ら
ば
や
」
と
言い

は
れ
け
れ
ば
、 

（
第
二
百
三
十
六
段　

三
〇
四
頁
）

（
18
）「
そ
の
人
に
逢あ

　ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
恨う

ら

み
申
さ
ば
や
と
思お

も

ひ
て
、
尋

（
た
づ
ね
ま
う
す
）

申
な
り
」
と
言い

ふ
。

 

（
第
百
十
五
段　

一
八
九
頁
）

　

例
（
17
）（
18
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
17
）
は
「
こ
の
お
社
の
獅
子
の

立
て
ら
れ
方
は
、
さ
ぞ
か
し
い
わ
れ
の
あ
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
い
さ
さ
か
承
り
た
い
。」

の
意
と
解
さ
れ
、
言
い
切
り
の
形
で
話
者
の
「
願
望
」
を
直
接
「
表
出
⑺

」
す
る
用
法
で
あ
る
。

例
（
18
）
は
「
そ
の
敵
に
お
会
い
し
て
、
報
復
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
、
お
尋
ね
し

た
の
で
す
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
従
属
節
に
用
い
ら
れ
て
話
者
の
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る

用
法
で
あ
る
。

（
19
）
雅ま

さ
ふ
さ房

の
大
納
言
は
、
才ざ

え

賢か
し
こく

、
よ
き
人
に
て
、
大
将
に
も
な
さ
ば
や
と
お
ぼ
し
め
し
け

る
頃こ

ろ

、 

（
第
百
二
十
八
段　

二
〇
〇
頁
）

（
20
）
皆み

な

人
、
別
当
入
道
の
包
丁
を
見
ば
や
と
思
へ
ど
も
、 

（
第
二
百
三
十
一
段　

二
九
八
頁
）

徒
然
草
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

一
七



　

例
（
19
）（
20
）
は
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
19
）
は
「
雅
房
の
大
納
言
は
、

学
才
に
優
れ
、
立
派
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
皇
が
近
衛
大
将
に
も
任
じ
た
い
と
お
考
え
に
な

ら
れ
て
い
た
頃
、」
の
意
、
例
（
20
）
は
「
人
々
は
み
な
、
別
当
入
道
の
包
丁
さ
ば
き
を
見
た

い
と
思
っ
た
が
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
第
三
者
の
仏
教
的
で
な
い
世
俗
的
な
「
願
望
」

を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
る
。
和
歌
中
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

４
、「
も
が
な
」
の
用
法

　

次
に
「
も
が
な
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「（
も
）
が
な
」
は
三
例
見
ら
れ
る
。

（
21
）「
あ
は
れ
紅
葉
を
焚た

か
む
人
も
が
な
。」 

（
第
五
十
四
段　

一
三
二
頁
）

（
22
）
旅た

び

の
仮か

り

屋
、
野
山
な
ど
に
て
、「
御
肴さ

か
な、

何な
に

が
な
」
な
ど
言い

ひ
て
、
芝し

ば

の
上う

へ

に
て
飲の

み
た

る
も
、
お（

を
）か

し
。 

（
第
百
七
十
五
段　

二
五
三
頁
）

（
23
）
心
あ
ら
む
友と

も

も›
が
な
と
、
宮
こ
恋こ

ひ

し
う
覚お

ぼ

ゆ
れ
。 

（
第
百
三
十
七
段　

二
一
三
頁
）

　

例
（
21
）（
22
）
は
会
話
文
、
例
（
23
）
は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
21
）
は

「
あ
あ
紅
葉
を
焚
い
て
く
れ
る
人
が
居
て
ほ
し
い
。」
の
意
、
例
（
22
）
は
「
酒
の
肴
が
何
か
欲

し
い
な
。」
の
意
、
例
（
23
）
は
「
風
情
を
解
す
る
友
が
い
て
ほ
し
い
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い

ず
れ
も
仏
教
的
で
な
い
「
願
望
」
を
「
表
出
」
す
る
用
法
で
あ
る
。

　

５
、「
ほ
し
」
の
用
法

　

次
に
、「
ほ
し
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
ほ
し
」
は
三
例
見
ら
れ
る
。

（
24
）
内う

ち

を
慎つ

ゝ
しま

ず
、
軽か

ろ

く
ほ
し
き
ま
ゝ
に
し
て
、
み
だ
り
な
れ
ば
、
遠と

を

き
国
必

（
か
な
ら
ず
）

背そ
む

く
時
、
初は

じ

め
て
謀

は
か
り

事こ
と

を
求も

と

む
。 

（
第
百
七
十
一
段　

二
四
六
頁
）

（
25
）
我（

わ
れ
ら
）等が

心
に
念

の
ほ
し
き
ま
ゝ
に
来き

た

り
浮う

か

ぶ
も
、
心こ

ゝ
ろと

い
ふ
も
の
のゝ
な
き
に
や
あ
ら

む
。 

（
第
二
百
三
十
五
段　

三
〇
三
頁
）

（
26
）
巧た

く

み
に
し
て
ほ
し
き
ま
ゝ
な
る
は
、
失
の
本も

と

な
り
。 

（
第
百
八
十
七
段　

二
六
二
頁
）

　

例
（
24
）（
25
）（
26
）
は
地
の
文
に
お
け
る
「
ほ
し
き
」
に
「
ま
ま
」
が
付
く
用
例
で
あ
る
。

例
（
24
）
は
「
内
政
を
慎
ま
ず
、
軽
率
に
思
う
ま
ま
に
し
て
、
乱
れ
る
な
ら
ば
、
遠
い
国
が

必
ず
反
乱
を
起
こ
す
時
に
、」
の
意
、
例
（
25
）
は
「
わ
れ
わ
れ
の
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

気
ま
ま
に
現
れ
る
こ
と
も
、
心
と
い
う
も
の
の
実
体
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。」
の
意
、
例

（
26
）
は
「
器
用
で
あ
っ
て
も
勝
手
気
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
失
敗
の
も
と
と
な
る
。」
の
意
と
解

さ
れ
、
い
ず
れ
も
仏
教
的
で
な
い
、
世
俗
的
な「
願
望
」を「
説
明
」す
る
定
型
的
用
法
で
あ
る
。

　

６
、「
ね
が
は
し
」
の
用
法

　

次
に
、「
ね
が
は
し
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
ね
が
は
し
」
は
二
例
は
見
ら
れ
る
。

（
27
）
い
で
や
、
こ
の
世
に
生む

ま

れ
出い

で
ば
、
願ね

が

は
し
か
る
べ
き
こ
と
こ
そ
多お

ほ

か
め
れ
。

 

（
第
一
段　

七
七
頁
）

（
28
）
命
を
失う

し
なへ

る
た
め
し
願ね

が

は
し
く
し
て
、
身
の
全ま

た

く
久ひ

さ

し
か
ら
む
こ
と
を
ば
思お

も

は
ず
。

 

（
第
百
七
十
二
段　

二
四
七
頁
）

　

例
（
27
）
は
「
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
こ
う
は
あ
り
た
い
と
願
う
は
ず

の
こ
と
が
多
く
あ
ろ
う
。」
の
意
、
例
（
28
）
は
「
情
欲
に
引
か
れ
命
を
失
っ
た
前
例
を
好
ま

し
く
思
っ
て
、
我
が
身
を
全
う
し
て
長
生
き
し
よ
う
と
は
考
え
ず
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず

れ
も
仏
教
的
な
意
味
を
持
た
ず
、
自
ら
の
世
俗
的
な
「
願
望
」
を
「
説
明
」
す
る
用
法
で
あ
る
。

　

７
、「
欲
」
の
用
法

　

次
に
、「
欲
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
欲
」
は
一
四
例
見
ら
れ
る
。

（
29
）
世
の
人
の
心
迷ま

よ

は
す
こ
と
、
色
欲
に
は
し
か
ず
。 

（
第
八
段　

八
四
頁
）

（
30
）
大
欲
は
無
欲
に
似ゝ
た
り
。 

（
第
二
百
十
七
段　

二
八
八
頁
）

　

例
（
29
）
に
お
け
る
「
色
欲
」
は
「
六
欲
」
の
一
つ
で
感
覚
的
な
「
欲
望
」
を
表
す
仏
教
用

語
で
あ
り
、
例
（
30
）
に
お
け
る
「
大
欲
」「
無
欲
」
は
仏
教
用
語
で
な
く
広
く
世
俗
的
な
「
欲

望
」
を
表
す
。
い
ず
れ
も
名
詞
用
法
で
あ
る
。

一
八



（
31
）
楽

（
げ
う
よ
く
）

欲
す
る
と
こ
ろ
、
一

（
ひ
と
つ
）に

は
名
な
り
。 

（
第
二
百
四
十
二
段　

三
一
四
頁
）

　

例
（
31
）
に
お
け
る
「
楽
欲
す
る
」
は
、「
願
い
求
め
る
も
の
は
、」
意
を
表
す
動
詞
用
法
で

あ
る
。

　

８
、「
願
」
の
用
法

　

次
に
、「
願
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
願
」
は
一
三
例
見
ら
れ
、
一
例
ず
つ
の
「
願
」「
願

文
」
以
外
は
、
す
べ
て
「
所
願
」
で
あ
る
。

（
32
）「
夜
を
日
に
継つ

ぎ
て
、
此

（
こ
の
）事

彼
（
か
の
）

事
怠お

こ
たら

ず
成
じ
て
ん
」
と
願
を
起お

こ
す
ら
め
ど
、

 

（
第
二
百
四
十
一
段　

三
一
三
頁
）

（
33
）
願

（
ぐ
わ
ん
も
ん
）

文
に
作（

さ
ぜ
ん
）善多お
ほ

く
書か

き
載の

せ
た
る
。 

（
第
七
十
二
段　

一
四
九
頁
）

　

例
（
32
）
に
お
け
る
「
願
」、
例
（
33
）
に
お
け
る
「
願
文
」
は
仏
教
用
語
と
し
て
の
名
詞

用
法
で
あ
る
。

（
34
）
所
願
は
や
む
時
な
し
。
財

（
た
か
ら
）は

尽つ

く
る
期（

ご
）あ

り
。 

（
第
二
百
十
七
段　

二
八
六
頁
）

（
35
）
所
願
あ
れ
ど
も
叶か

な

へ
ず
、
銭
あ
れ
ど
も
用も

ち

ゐ
ざ
ら
む
は
、
全

（
ま
た
く
）

貧
者
と
同お

な

じ
。

 

（
第
二
百
十
七
段　

二
八
七
頁
）

（
36
）
病
を
受う

け
て
死（

し
も
ん
）門に

臨の
ぞ

む
時と

き

、
所
願
一
事
も
成
ぜ
ず
。

 

（
第
二
百
四
十
一
段　

三
一
三
頁
）

　

例
（
34
）（
35
）（
36
）
に
お
け
る
「
所
願
」
は
仏
教
用
語
で
な
く
、
一
般
的
な
欲
望
・
願
い

の
意
を
表
す
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　

９
、「
ね
が
ふ
」
の
用
法

　

次
に
、「
ね
が
ふ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
ね
が
ふ
」
は
一
六
例
見
ら
れ
る
。

（
37
）
身
の
後ゝ

ち

の
名
、
残の

こ

り
て
さ
ら
に
益ゑ

き

な
し
。
こ
れ
を
願ね

が
　
　ふ

も
次つ

ぎ

に
愚お

ろ

か
な
り
。

 

（
第
三
十
八
段　

一
一
五
頁
）

（
38
） 

仏
道
を
願ね

が

ふ
と
い
ふ
は
、
別

（
べ
ち
）の

こ
と
な
し
、
暇い

と
まあ

る
身
に
成

（
な
り
）て

、
世
の
事こ

と

を
心
に
か
け

ぬ
を
第
一
の
道
と
す
。 

（
第
九
十
八
段　

一
七
三
頁
）

　

例
（
37
）
に
お
け
る
「
願
ふ
」
は
「
世
俗
的
な
名
誉
を
追
求
す
る
の
も
、」
の
意
、
例
（
38
）

に
お
け
る
「
仏
道
を
願
ふ
」
は
仏
教
用
語
と
し
て
「
仏
法
を
求
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
、」
の
意

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
39
）
銭
を
財
と
す
る
こ
と
は
、
願ね

が

ひ
を
叶か

な

ふ
る
故
也
。 

（
第
二
百
十
七
段　

二
八
七
頁
）

（
40
）
よ
ろ
づ
の
願ね

が

ひ
、
此

（
こ
の
）三

に
は
し
か
ず
。 

（
第
二
百
四
十
二
段　

三
一
四
頁
）

　

例
（
39
）（
40
）
に
お
け
る
「
願
ひ
」
は
い
ず
れ
も
世
俗
的
な
「
願
う
こ
と
」
の
意
を
表
す

動
詞
連
用
形
の
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　

10
、「
の
ぞ
む
」
の
用
法

　

次
に
、「
の
ぞ
む
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
の
ぞ
む
」
は
七
例
見
ら
れ
る
。

（
41
）
ひ
と
へ
に
高た

か

き
官

つ
か
さ

位
を
望の

ぞ

む
も
、
次
に
愚お

ろ

か
な
り
。 

（
第
三
十
八
段　

一
一
四
頁
）

（
42
）
い
は
ん
や
、
及
ば
ざ
る
事
を
望の

ぞ

み
、
叶か

な

は
ぬ
こ
と
を
愁う

れ

へ
、
来き

た

ら
ざ
る
事
を
待ま

ち
、

 

（
第
百
三
十
四
段　

二
〇
七
頁
）

（
43
）
も
と
よ
り
望の

ぞ

む
こ
と
な
く
、
羨う

ら
やま

ざ
ら
ん
は
、
第
一
な
り
。

 

（
第
百
五
十
一
段　

二
三
〇
頁
）

　

例
（
41
）（
42
）（
43
）
に
お
け
る
「
の
ぞ
む
」
は
「
高
い
官
位
を
望
む
の
も
、」「
で
き
な
い

事
を
望
み
、」「
深
く
知
ろ
う
と
望
む
こ
と
な
く
、」
の
意
を
表
し
、
い
ず
れ
も
世
俗
的
な
こ
と

を
願
い
望
む
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
44
）
た
と
ひ
望の

ぞ

み
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
勢

い
き
お
ひあ

る
人
の
貪と

ん

欲よ
く

多お
ほ

き
に
似に

る
べ
か
ら
ず
。

 

（
第
五
十
八
段　

一
三
六
頁
）

徒
然
草
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

一
九



（
45
） 

な
べ
て
ほ
だ
し
多お

ほ

か
る
人
の
、
よ
ろ
づ
に
へ
つ
ら
ひ
、
望の

ぞ

み
深ふ

か

き
を
見み

て
、
む
げ
に
思お

も

ひ
く
た
す
は
僻ひ

が

事こ
と

な
り
。 

（
第
百
四
十
二
段　

二
二
四
頁
）

　

例
（
44
）（
45
）
に
お
け
る
「
の
ぞ
み
」
は
い
ず
れ
も
世
俗
的
な
希
望
を
表
す
動
詞
連
用
形

の
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　

11
、「
い
の
る
」
の
用
法

　

次
に
、「
い
の
る
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
い
の
る
」
は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
46
）「
験げ

ん

あ
ら
む
僧
達
、
祈

（
い
の
り
）

心
み
ら
れ
よ
」
な
ど
言い

ひ
し
ろ
ひ
て
、

 

（
第
五
十
四
段　

一
三
二
頁
）

　

例
（
46
）
は
「
お
祈
り
に
な
っ
て
み
な
さ
い
。」
の
意
を
表
す
動
詞
連
用
形
用
法
で
あ
る
。

　

12
、「
こ
ふ
」
の
用
法

　

次
に
、「
こ
ふ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
こ
ふ
」
は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
47
）
惜お

　し
む
よ
し
し
て
乞こ

は
れ
ん
と
思
ひ
、
勝
負
の
負ま

け
わ
ざ
に
こ
と
づ
け
な
ど
し
た
る
、

む
つ
か
し
。 

（
第
二
百
三
十
一
段　

二
九
九
頁
）

　

例
（
47
）
に
お
け
る
「
乞
は
れ
ん
と
思
ひ
」
は
「
相
手
か
ら
乞
い
求
め
る
よ
う
に
す
る
」
の

意
を
表
す
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　

13
、「
も
と
む
」
の
用
法

　

次
に
、「
も
と
む
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
も
と
む
」
は
二
六
例
見
ら
れ
る
。

（
48
） 「
衣

（
い
く
わ
ん
）

冠
よ
り
馬
、
車
ま
で
、
あ
る
に
従し

た
がひ

て
用も

ち

ゐ
よ
。
美
麗
を
求も

と

む
る
こ
と
な
か
れ
」
と

ぞ
、 

（
第
二
段　

八
〇
頁
）

（
49
）
生

（
し
や
う
）を

む
さ
ぼ
り
、
利
を
求も

と

め
て
、
や
む
時
な
し
。 

（
第
七
十
四
段　

一
五
二
頁
）

（
50
）
よ
ろ
づ
の
こ
と
、
外ほ

か

に
向む

き
て
求も

と

む
べ
か
ら
ず
。 

（
第
百
七
十
一
段　

二
四
六
頁
）

　

例
（
48
）（
49
）（
50
）
は
「
華
美
を
求
め
る
な
。」「
利
益
を
求
め
て
、」「
遠
く
の
も
の
に
目

を
向
け
て
ね
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
の
意
を
表
し
、
い
ず
れ
も
世
俗
的
な
希
望
を
表
す
動
詞

用
法
で
あ
る
。

　

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
徒
然
草
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
と
用
法
を
考
察
し
て
き
た
。
随
筆
と
い
う
性
格

上
、「
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
」
を
思
う
ま
ま
に
記
述
す
る
態
度
が
貫
か
れ
、
世
人

の
思
い
や
願
い
を
書
き
記
す
場
面
は
少
な
い
。

　

そ
し
て
そ
の
希
望
表
現
の
構
成
形
式
に
つ
い
て
は
、
付
属
語
と
し
て
、
助
動
詞
「
ま
ほ
し
」

「
た
し
」
が
と
も
に
見
ら
れ
る
。
終
助
詞
「
ば
や
」「
も
が
な
」
を
用
い
る
が
、「
に
し
か
な
」「
て

し
か
な
」「
な
む
」
は
用
い
な
い
。
自
立
語
形
式
と
し
て
は
、
形
容
詞
「
ほ
し
」「
ね
が
は
し
」、

名
詞
「
欲
」「
願
」、
動
詞
「
ね
が
ふ
」「
の
ぞ
む
」「
い
の
る
」「
こ
ふ
」「
も
と
む
」
が
見
ら
れ
る
。

　

各
構
成
形
式
の
用
法
に
つ
い
て
は
、「
ま
ほ
し
」は
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」を「
説

明
」
す
る
、
伝
統
的
な
通
常
の
用
法
で
あ
る
。
一
方
「
た
し
」
は
限
定
さ
れ
た
用
法
が
見
ら
れ
、

や
や
個
人
的
な
く
だ
け
た
場
面
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
和
語
の
終
助
詞
の

「
ば
や
」
は
「
願
望
」
を
「
表
出
」
す
る
用
法
と
「
説
明
」
す
る
用
法
が
見
ら
れ
る
が
、「
も
が
な
」

は
す
べ
て
「
願
望
」
を
「
表
出
」
す
る
用
法
で
あ
る
。
形
容
詞
「
ほ
し
」「
ね
が
は
し
」
は
「
願
望
」

を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。
名
詞「
欲
」「
願
」は
仏
教
的
な
欲
望
・
願
い
と
世
俗
的
な
欲
望
・

願
い
を
表
す
。
動
詞
「
ね
が
ふ
」「
の
ぞ
む
」
は
動
詞
用
法
と
動
詞
連
用
形
名
詞
用
法
が
見
ら

れ
る
が
、「
い
の
る
」「
こ
ふ
」「
も
と
む
」
は
動
詞
用
法
の
み
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
ま
ほ
し
」は
全
用
例
二
二
例
の
う
ち
一
三
例
が「
あ
ら
ま
ほ
し
」の
形
を
と
り
、「
ほ

し
」
は
す
べ
て
の
用
例
が
「
ほ
し
き
ま
ま
」、「
願
」
は
全
用
例
一
三
例
の
う
ち
一
一
例
が
「
所

願
」
の
形
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
定
型
的
用
法
が
目
立
つ
。
以
上
、
す
べ
て
の
用
例
が
話
者
自
身

の
「
願
望
」
を
表
す
用
法
で
あ
り
、「
な
む
」
な
ど
相
手
に
対
す
る
「
希
求
」
を
表
す
用
法
は

見
ら
れ
な
い
。

　

全
体
的
に
は
、
本
書
に
お
い
て
助
動
詞
、
助
詞
、
形
容
詞
形
式
が
希
望
表
現
の
中
核
で
あ

り
、
名
詞
、
動
詞
形
式
は
希
望
表
現
の
周
辺
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
〇



【
注
】

（
１
）
柴
田
昭
二
、
連 

仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究 

序
説
」『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第

Ⅰ
部
第
１
０
９
号
』
平
成
12
年
３
月

（
２
）
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表
現
形
式
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
願

望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を「
希
求
表
現
」と
称
す
る
。
さ
ら
に
、

希
望
を
発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い
質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合
を
希
望
の

「
説
明
」
と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願
望
」
は
「
〜
た
い
」
の
形
で
、「
希
求
」
は

「
〜
て
ほ
し
い
」
の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形

式
「
一
人
称
〜
た
い
」「
一
人
称
〜
て
ほ
し
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
願
望
」、「
希
求
」
の
「
表
出
」
で

あ
り
、
一
人
称
の
過
去
形「
一
人
称
〜
た
か
っ
た
」「
一
人
称
〜
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形
式「
二

人
称
〜
た
い
か
」「
二
人
称
〜
て
ほ
し
い
か
」、
三
人
称
形
式
「
三
人
称
〜
た
が
る
」「
三
人
称
〜
て

ほ
し
が
る
」
な
ど
の
形
式
は
、「
説
明
」
に
あ
た
る
。

（
３
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻　

岩
波
書
店
一
九
八
四
年
七
月
第
一
刷
発
行

（
４
）
注
（
２
）
参
照
。

（
５
）
注
（
２
）
参
照
。

（
６
）
有
吉
保
『
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究
』（
風
間
書
院　

昭
和
四
三
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
７
）
注
（
２
）
参
照
。

 

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ　
　
　
　
　

香
川
大
学
名
誉
教
授
）

 

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う　
　

広
島
市
立
大
学
客
員
研
究
員
）

 

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
受
理
）

徒
然
草
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
一




